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熱研センターにおける

ポストハーベスト研究

川嶋浩一

まずこの問題を考える前に、熱砂1自身の研究体制、機能、

能力、限界を知っておく必要がある。これについては、様々

な見方があるはずだが、独断て・・JI§:理するなら以下のとおりで

あろう 。①熱研の研究人材は、i1t自採用の外、農水省傘下の

研究機関から受け入れるセンタ一方式で賄っており、様々な

分野の研究者が満遍なく揃つので、広い分野にわた って研

究を実施することができる。②機動性が高〈、研究内容を現

地の問題に合わせて設定、計画が可能。柔軟性が高〈細かな

現地適応型研究がしやすい。研究者自身のアイデアが生か



せる。③しかし見方によっては、研究分野に特

徴がなく、また、研究者の層が薄いから特定の問

題に同じ分野の研究者を集中してかかることは

不得意である。

次に、ポストハーベスト部門については、①

熱研の研究者の層の薄さから、研究者を世界中

に派遣するのは研究が中途半端になる恐れがあ

り、投資効果を考えてどこか特定の地域に中心

点を設定すべきである。②その場合、相手↑則の

農業研究の成熟度、全体の中に占めるポストハ

ーベスト研究課題の必然性や重要性を考慮する

必要がある。③－a共同研究を開始したら単発

に終らせないで、 2～ 3年ずつ、 3～ 4代にわたっ

て連続して研究することが重要で、ある。

熱研は、例年、長期 ・短期合わせて多数の研

究員を海外に派遣しているが、これら研究者の

ほとんどが、作物育種、栽治、病害虫、土壌肥

料などいわゆるプレハーベストの研究で、ポス

トハーベストに関与する派遣研究者数の実績は

2～ 3%にすぎなかった。一方、NIESを中心とし

た東南アジア諸国は、高い経済成長を誇リ、国

民の収入は安定し 、食紐の機保については特

段の問題はなく、 TARC制主主情報部の地域別

重要研究問題（熱研資料No.86,1991）にもこれ

ら地域の重要研究課題としてポストハーベスト

研究が指摘されている。

ポストノ、ーベス トに係る研究課題は国により

異なるが、常識的には収縫物の貯蔵、流通、鮮

度保持、安全性、一次加工のような、まずはプ

レに近いところからということになろう 。伊IJえ

は＼米なら、）悦穀機、乾燥機、キi'lう1七機、異物除

去機の周辺諜題。微生物、虫などからの腐敗 －

H'l耗防止、カビ毒汚染 ・残留薬剤問題。砕米、

糠その他副産物の有効利用、また、米加工品の

開発と流通、保存方法等である。

ポストハーベスト技術は、往々にしてその地

に伝わる伝統技法があり、そのような技法の尊

重、解明、改善が大切で近代技術を直ちに現場

に導入するのは得策ではない。jfl:代技術をいか

にして現地化するかの見極めが専門家の仕事と

言えよう 。またポストハーベスト初｜究ではプレ

の研究と異な I）、基礎研究を行うだけでなく、

農業従事者、普及員、仲買人、商人、企業、政府、な

ど常にそれを使う現場への情報提供、実地指導

等柔軟な対応、ヵ、求められる点も指摘しておく必

要がある。途上国では、技術を必要とする現場

の状況があまりに多様なので大規快技術より単

純、安価で‘、小回りのさく技術が求められる。

例えは＼加工原料は、熟度、特性、品種などカ、

往々にして不揃いであり、そのため先進国で用

いられる完成された加工法をそのまま適用する

ことが出来ず、どのような方法を用いるかにつ

いて状況に応じた工夫、改良が必要となる。

従来、途上国の主要農業研究ニーズは、生産

性の向上にあったが、ある程度の目標が達成さ

れた後は、貯蔵 ・流通期間改善、安全性、品質

に重点をおいた農産物及び食品の高度化に必然、

的に研究が展開していくであろう 。また、途上

国間で新たに品質に関して競争の激化すること

が予想され、このため付加価値向上などポスト

ノ＼ーベストに係る研究ニーズが、更に高ま って

いくはずであり 、熱研としても、今後これらの

研究に着実に対応出来るよう態勢を控えておか

ねばならない。

-2一



平成4年度熱帯農業試験研究推進会議の概要

平成 4年度に実施された研究成果を検討し、

次年度の研究計画を策定するために、上記会議

が農水省関連部局と全固め国立農業試験研究機

関の代表の参加を得て、 2月25日に当センター

で開催された。熱帯農業研究センターは、本年

10月1日に「国際農林水産業開発研究センター

（｛反称）」に改組されるため、これまでの研究調

笠区分「熱帯農業」では今回が最後の推進会議

となる。新センターは、水産部を含む 9部構成

となり 、研究領域の拡大と あわせ、その対象地

域も熱帯および冷涼地帯を含む開発途上地域へ

広がる。当会議では、新センター設立の経緯と

近年の国際情勢の変化を背景に、農業技術を中

心とした海外研究の今後について意見交換がな

された。

平成 4年度の研究成果では、 8候補課題につ

いて検討が加えられ、主要成果として公表され

ることが了承された。また、次年度にむけた熱

情農業研究の重点方向として、マレイシア、中

園、インドネシア及びインドで実施する熱帯農

業プロジェクト研究 （1課題）、環境資源研究

( 2課題）、地球環境研究 （1 課題）の 4課題に

ついて研究推進計画の内容の説明と、平成 6年

度以降の重点課題の課題化作業について報告と

検討がなされた。

重点検討事項と しては、「開発途上国におけ

る植物遺伝資源の問題点」について意見の交換

がなされた。生物遺伝資源を如何に保全するか

は、現在、国際的課題として注目されているが、

当センターは特に熱帯諸国の研究機関と協力し

て、この方向の研究を強化していく方針である。

今後は、新センターに設立される生物資源部を

中心lこ検討が加えられるが、今年 8月25、26日

につくは、で開催される第27回熱帝農業国際シン

ポジウム「熱帯における植物遺伝資源の探索導

入 ・詞’仙 ・利用」でこの課題に取り組む計画が

進められている。

当センターの沖縄支所では、平成4年度から

招へい引共同研究が実施されている。現在、 7

か国から招へいされた10名の研究者が支所に滞

在し、 4課題（環境管理、高侃障害、 rfliHl.性、

栄養繁殖）について共同研究を分担、実施して

いる。その近況報告とあわせ、新センターでの

今後の共同研究のあり方に対し、 当会議ではさ

まざまな意見が寄せられた。

（企画辿絡室）

著書 “砂漠の中のシルクロード”について

中国のトルファンでの研究目的は、極乾燥地に

おける防風林・ネ ットの効梨判定、蒸発散量の

以I］定法の開発、気候、特に高iJu'1.（気ij'd,.47.9℃、

地表iJu~84. 7℃）と強風の観iJ!IJなどであり、主目

的以外の目的が本書のとりまとめの理由である。

ここに中国での苦労談の一端を本書から引用し

て紹介する。

フェーン ・乾熱風がII欠く H寺には、 1¥lt・k虫色した熱

風のため、へアードライアーを皮府に近つける

とピリピリと痛く感じるのと、ちょうど閉じで

ある。野外の作業であるために帽子をかぶって

動いていると、当然頭に汗をかく 。普通の汗の

かき ］'jでは乾燥風のため蒸発してしまうが、そ

れでも一度に大量に出ると汗は髪の毛を伝って
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垂れてくる。その汗が、陽の当たった皮膚に初

めて孫ちたII寺、 “ヒ ャー冷たしい’と飛び上がるおi

だった。氷か、氷水が落ちたと直感したが、考

えてみると、氷などあるはずもない。気i}u~は 45

℃であ り、温度 5%で風速5～ 6111/sの乾熱風が

I吹いている。汗の水滴温は体j品の36℃では主〈、

気i}.. ＇，よりも明らかに低くなっている。それは、

汗の7)(ir羽が髪に付いているH寺、または、髪の先に

垂れ下がっているH寺に、強制蒸発によ って潜熱

がうはわれるためであるが、はて、水滴iiuLは25℃

以下であろうか。一方、直射日光の当たった皮

府の表面ii.. : 1支は50℃桂皮である。この制度差25

～ 30℃のために、氷が落ちたと感じたのである。

「砂淡の中のシルクロード」新日本出版社より 。

（環境資源利用部 真木太一）



機織 働 インドシナ及びわが国のトビイロウンカ

個体群のバイオタイプ形質

トビイロウンカは毎年栴同期に中国南部から

わが国に飛来する。一方、 中国南部でも毎年 3

～ 5月にインドシナ半島から大量の飛来がみら

れ、その後の増殖の源とみなされている。した

がって、わが国に飛来するウンカ類の一次飛来

源はインドシナ半島である可能性が高い。

この飛来源を推定するため、1992年にインド

シナ半島各地 （北ベトナム 2群、南ベトナム 2

群、 タイ中央平原、マレ シア北部の計6群）

で採集したトビイロウンカ個体群と九州｜に飛来

した個体群（ 2群）について、バイオタイプ形

質（抵抗性品質に対する加害性）を比較した。

品種抵抗性と同品種上でのウンカの吸什量は逆

比例するので、バイオタイプの指標として、検

定品種上での個体毎の甘露排nil；量をパラフィル

ムサッシェ法で測定し、個体群聞で比較した。

その結果、日本に飛来した個体群は北ベトナ

ム個体群と近似しており 、他の熱帯値｜休群とは

明らかに異なっていた。即ち、日本と北ベトナ

ムの個体群はASD7（抵抗性遺伝子的h2）を吸

汁可能な個体の割合が少ないカ、（約15%）、熱帯

個体群では同品種を感受性品種（TNl)並にI汲

稲を加害する卜ビイロウンカ

汁してお り、ASD7に対する加害性で個体群を二

つのグループに大別できた。IR26（問、Bphl）に

対する加害性も、 日本と北ベトナムの個体群は

南ベトナム、タイ個体群に比べて低い傾向がみら

れた。RathuHeenati （問、B/Jh3）、Babawee

（問、bph4）に対しては、南ベトナム個体群だけが

僅かではあるがl汲汁可能な個体が含まれていた。

近年、北ベトナムは稲の作付状況や気象条件

からウンカ類の一次飛来j原の可能性が指摘され

ており、ノ〈イオタイプの側面からもこの仮説が

支持された。今後、飛来源の確定のためには遺

伝子レベルでの比較が必要になるであろう 。

（和田 節 ・伊藤清光）

雲南省におけるイネいもち病圃場抵抗性

検定と真性抵抗性遺伝子の推定

雲南省では標高1,500m以下の地域ではインデ

ィカ稲が、それ以上の地域ではジャポニカ稲が

栽培されている。ジャポニカ稲栽培地帯ではい

もち病の発生が激しく、抵抗性品種の育成 ・利

用が望まれている。いもち病に対するイネ品種

の抵抗性は、病斑形成を阻止する真性抵抗性と、

病斑数や病斑拡大を抑制する園場抵抗性とに分

けられるが、抵抗性品種の育成には、その両方

を利用することが望まれる。そこで、固場抵抗

性の検定法を確立するとともに、インティカ稲

の抵抗性遺伝子について調べた。

未知の抵抗性遺伝子をもっ品種、あるいは病

原性を示すレースが存在していない園士会などで
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は、匝｜場抵抗性の検定が困難で、ある。そこでガ

ラス室で育成した 4葉期の苗にいもち病菌を接

種した後、夜間ビニール被覆と加温によ って二

次感染を起こさせることによ って葉いもち困場

抵抗性を検定できた。以上の方法によ って、ジ

ャポニカ品種の葉いもち園場抵抗性を検定する

とともに、真性抵抗性遺伝子型別の比較基準品

種を選定した。

インティカ稲81品種のうち、ジャポニカ稲栽

培地帯の主要ないもち病菌レースに抵抗性反応

を示した19品種は、雲南省のインディカ稲栽培

地帯および日本で採集したいもち病菌に対する

反応型から 9群に類別され、少なくとも 5個の



第 1表 真性抵抗性遺伝子に基づく反応型によるインディカ稲の類別

反応未知の判 菌株名（レース）

型抵抗性 Y9013 Y叩－9Y90-71 Y90-48 Y90-73 TH74-9百3i－二－3 88A TH8卜04

遺伝子 (037) (007) (102) (001) (1141) (17η ( 137h) ( 433) ( 437) 

品種名

I

H

m
w
v
w
w
 s 

s s 
s 
s 

D

E

 

VIII. 

は

未知の真性抵抗性遺伝子

をもうと推定された （第

l表）。

以上の結果によりジャ

ポニカ稲品種の園場抵抗

性検定が可能になるとと

もに、ジャポニカ稲栽培

地帯で有効な抵抗性遺伝

子がインティカ稲に存在

していることを明らかに

した。

（藤田佳克・李家瑞・

李成雲）
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マレイシアムダ地域における水稲直播栽培の

苗立ち改善
L響額欄

田中 (1983）及び津村 (1988）により考案され

たトラクタの鰍排水法、及び金谷により導入さ

れたトラクタに装着されたトレンチ ャで掘削

された溝を通しての排水法について検討した

結果、両法は’ltt行排水法に比べて排水効果が高

〈、苗立ちの馨しい向上ヵ、認められた。他方、

1；吃回直帰栽培て‘は、矯種後の鎮圧及び耕起により

苗立ちが著しく向上することが認められた。更

に、日本から導入されたア ップカットロータリ

を装着した機種機の利用により、苗立ちの向

上が認められた。これらの新技術はムタ農業開

発公団の普及妓や｜：？として採用されている。

（平岡博幸 ・金谷豊 ・藤井秀人 ・Ho Nai Kin) 

乾田直播7)<.稲の苗立ちに及ぼす矯種後の土I蓑鎮圧
の効果。T1S：無鎮圧区、 T1SP：鎮圧区。
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ム夕、地域は水田面積が96,000ha、マレイシア

最大の稲作地帯である。Ho(1982）によれは＼

1980年前後から農村青年の都市への流出等によ

る田植え労力の不足、及び第一期作水稲におけ

る用水不足等に対処するため、農民により直播

き栽培カ、試みられた。その後当栽培法は急激に

増加し、 1939年第二期作では約75%に、 1990年

第一期作では全水田の約90%に達した。

直播栽培は多くの問題が発生したので、その

解決のため、ムダ農業開発公団と熱帯操業研究

センターは1989～ 1992の3か年間 「ムタ地域に

おける水午前直矯栽培の生産システムの改善」 に

関する プロジェクト研究を実施した。その一環

として、直播栽培における苗立ちの実態とその

改善をはかるため共同研究を行った。

その結果、 ①苗立ち数100本／111＇以下では収

量低下が若しいこと、 ②第一期作及び第二期作

におけるil!JJ土直播栽培 （代かき後に排水、催芳三

籾を播種）、及び第一WJ作の乾田直橋栽培では、

苗立ち不良が指摘された。その原因として、it!JJ

土直播栽培では、播種から苗立ち聞の排水不良、

i¥IZ:田直矯栽培では重粘土のために砕土が若しく

悪く、 J悉極後に覆土が行われていないことが指

摘された。

ii封土直揺栽培における苗立ちを高めるため、



農業分野における国際共同研究への新しい道

農業分野における国際共同研究は、過去30年

以上にわたり実施されており、発展途上国にお

ける着実な食糧増産に貢献してきた。熱帯農業

研究センターでも、過去20年以上もの問、国際

共同研究を実施し続けてきた。

最近、熱帯農業研究センターによる招へい共

同研究事業が実施され、発展途上国からの研究

者が集い、世界的な環境保護や生物資源の適正

活用に関する研究を日本において実施すること

となった。夜、は招へいされた10人の研究者の一

人として、第一回招へい共同研究に参加してい

る。『キマメ、ヒヨコマメ、ラ ッカセイの耐暑

性発現機作の解明』が夜、の研究テーマで、ある。

特に、これらの作物の耐i著作tに細胞膜熱安定性

がどのような関係と役割をも っているかについ

て興味をもち研究を進めている。

所属していたICRISAT（国際半乾燥熱帯作

物研究所）のあるインドをあとにし、 1992年10

月5日、日本に到着した。つくば、に到着してすぐ、

TARC小林所長をはじめ何人かの研究部長に

会い、また他の研究所を訪れる機会を得ること

ができた。招へい共同研究事業が行われる熱帯

農業研究センター沖縄支所の所在する石1豆島に

到着したのは10月9日であった。石垣島は亜熱

帯地域に位置し、また優れた研究施設設備を有

しており、｜骨l暑性研究を行うには非常に適した

環境といえる。

石垣島の自然環境はもちろんのこと、TARC

によって準備された宿舎も素晴らしく快適であ

る。我々が到着して以来、仙北科長をはじめ国

際共同研究不｜スタ ップらによる｜｜妥かい心づかい

と熟練した指導により研究は順調に進んでいる。

今回、この共同研究に参加する機会を与えて

くれたTARCや、快く送り出してくれたICRI

SATに心よりお札を申しあげる。

Dr. CHAUHAN. Yashivir S. 

ガーナ作物研究所における遺伝資源のの vitro保存研究へ

遺伝資源の収集、保存及びその供給は、ガー

ナ作物研究所の研究活動の重要な骨組みとなっ

ており、なかでも野外保存栽培研究は、Bonsuに

ある柄物遺伝資源不｜で実施されている。

これまで、特に重要視されてきたガ ナ作物研

究所の事業としては、トウモロコシとカウピーの

品種改良があり、その成果として、トウモロコ

シ生産が現在自給可能となった。このことが近

年評価きれ、次の研究対象作物として大豆、

水稲、キャ ッサパ、ヤム、料理用ノミナナ、バイ

ナップルなどカ、注目され、これら作物に研究の

焦点をあわせつつある。

前述の4種の栄養繁殖性作物の遺伝資源収集

は既に実施されており、次のステ ップとしてM

L山’0での保存増殖研究が要求されている。し

かし、これらの栄養繁殖性作物は野外保存栽培

が行われてはいるが、予測不能な自然環境条

6 

件にさらされているのが現状であり、これら貴

重な泣伝資源の煩失の危険が常につきまとって

いる。より信頼性の高い、安全な保存手段の開

発を求める声は、極めて強いものがある。

このような理由から、作物生理部内に組織培

養室が開設され、主に栄養繁殖性作物の遺伝資

源問 vitro保存研究に着手したところである。

私は 「熱’常 ・亜熱’常における栄養繁殖性作物の

遺伝資源長期保存に対する技術Iの開発と評価』

というテーマのもと、TARC招へい研究事業に

参加する機会を得た。invitroの保存研究にた

ずさわっている研究者同士の共同研究により得

た、経験をふまえ 『力一ナにおける効率的な in

vitro保存施設の設立』 という私の目標達成に

結びつけたく頑張るつもりである。現在、私は

ヤムの凍結保存について研究をすすめている。

Dr. OTOO Ernest. 
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フィリピン大学ロスパニオス校（UPLB）はマ

ニラの東南約60kmの所にある。同校農学部土壌

学卒｜には土壌肥沃度、土壌化学 ・鉱物学、土壌

調査 ・分類、土地利用計画、土壌保全 ・管理、

土壌微生物、土壌物理の7研究室がある。

1982年から現在までに、熱帯農業研究センタ

ーからフィリピン大学農学部土壌学科には 3名

の長期l在外研究員が派遣され、 土壌生成 ・分類

に関する共同研究が進められてきた。

最初の共同研究は火山灰土壌に関して、 1982

年から 1986年に行われた。この研究で、フィリ

ピンにはアロフェン型とハロイサイト 型の火山

灰土擦が存在すること を初めて明らかにした。

更に 、アロフェン型土；擦は乾季の明｜僚でない

気候条件下で生成するのに対して、ハロイ サイ

ト型土擦の生成には乾季の存率五が必要であるこ

とを示した。また、各型の土壌はそれぞれ別の

風化 ・生成過程を辿ることを明らかにした。

次に、 1986年から 1990年には赤黄色及び関連

土壌に関して共同研究が行われた。この研究で

は、各種土壌の分布と特性を気候、 一l±J:材、地形

フィリピン大学ロスパニオス校の正面

熱研ニュース Vol.4 No.l 

との関連で説明した。また、フィリピンの赤黄

色土壌は分類上オキシソルではなく、アルティ

ソルであることを明確にした。更に、供試土

壌に関するテータベ スを立地類型、土地利用

及び土壌管理の基礎と して利用した。加えて、

土壌調査法並びに土壌分析法に関する 2冊の有

用な手引き蓄を発刊した。

1991年10月からは低地土壌に関する共同研究

が進行している。これまでの共同研究では主に

畑土嬢を対象としてきたが、水稲栽培に利用さ

れることの多い低地土壌に対象を移行すること

になった。フィ リピンでは、人口急増によるオく

田用地の宅地化、工業用地化で過去20年間に米

の収穫面fl'iが減少している。更に、米の単収

は1986年以後横ばいの状態である。このことか

ら、フィリピンでは将来米不足カ、！懸念されてい

る。本研究では、主要な低地土壌の形態的、物

理的、化学的及び鉱物学的特性をl明らかにし、

更に気候、母材、地形 との関連から生成的特

徴を明石在にすることをねらいとする。本研究で

得られる科学的な知見は有効な土地利用と適切］

な土壌管理に関する合理的指針を与

え、米増産に寄与するものと期待で

きる。

熱研と フィリピン大学農学背II土境

学科との聞には、共同仰｜究を通じて

良い関係が保たれている。こうした

友好関係は土壌分野だけでなく 、他

分野でも持続して行くことが必要で

ある。更に、UPLBとの数々の共同

研究の成果がフィリピン農林業の発

展に貢献することを強〈期待する。

（研究第一部 三浦巡，tl>t)
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